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県
酪
農
成
年
研
究
連
盟
は
７
月

26
日
、
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
の
一

環
と
し
て
町
役
場
を
訪
れ
、
二
瓶

盛
一
町
長
に
牛
乳
消
費
拡
大
運
動

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん

延
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
輸
入
粗
飼

料
の
価
格
高
騰
な
ど
、
酪
農
家
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
同
連
盟
で
は
県
内
の

自
治
体
を
訪
ね
て
消
費
拡
大
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
酪
農
を
営
ん
で
い
る
成

田
昌
弘
さ
ん
は
「
熱
中
症
対
策
に

も
な
る
の
で
、
牛
乳
を
た
く
さ
ん

飲
ん
で
、
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
の
乳
製
品
も
た
く
さ
ん
食
べ

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
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今月の表紙
山伏を先頭に大天狗、
小天狗、神職、巫女、
稚児らが磐

いわ

椅
はし

神社でい
ただいた御

ご

神
じん

火
か

をかが
りび台へ運ぶたいまつ
行列

【撮影日】　７月 30 日
【撮影場所】　亀ケ城公園

【目次】

二瓶町長に牛乳を手渡す連盟の成田さん
と（左）と芳賀雄一郎さん（右）

二瓶町長に酪農の現状を説明する成田さ
ん（左から２人目）
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いなわしろ極上まるしぇを開催

　日本青年会議所（ＪＣ）東北地区福島ブロック協議会の第 53 回
福島ブロック大会 in 猪苗代は７月１、２の両日、本町で開かれ
ました。初日は天神浜オートキャンプ場で、地域特産品をＰＲす
る「いなわしろ極上まるしぇ」が開催されたほか、猪苗代中学校
吹奏楽部の演奏や町内の小学生が参加した中ノ沢こけし絵画コン
クールの表彰も行われました。２日目は学びいなで、環境と経済
の両立についてのパネルディスカッションが開かれました。

第 53 回福島ブロック大会 in 猪苗代

中ノ沢こけし絵画コンクールで受賞した児童ら

未来を担う青少年の主張

特別賞を受賞した鈴木さんの発表

青少年メッセージ 2023

　青少年メッセージ 2023 第 36 回青少年の主張猪苗代町大会は
７月 15 日、学びいなで開かれました。大会には町内の小・中・
高校から 11 人が参加。子どもたちが日頃感じていることや実行
していることなどを自由な発想で発表しました。審査の結果、猪
苗代小６年の宗像玲

れい

歩
あ

さんと猪苗代中３年の鈴木理
り

心
こ

さん、猪苗
代高３年の渡部裕

ゆう

樹
き

さんが最優秀賞を受賞。このうち、鈴木さん
が特別賞に選ばれました。

犯罪のない明るい社会へ

　「社会を明るくする運動」強化月間の７月、町内では猪苗代地
区の保護司会や更生保護女性会などの関係団体により、犯罪のな
い明るい社会を築くための活動が行われました。７月３日早朝に
はＪＲ猪苗代駅前で啓発活動を行い、参加した約 30 人がチラシ
などの啓発グッズを配り、非行防止などを呼びかけました。18
日には町内広報活動として広報車で呼びかけを行ったほか、事業
所へ訪問し、明るい社会づくりへの協力を求めました。

「社会を明るくする運動」強化月間

７月 3 日の駅前啓発活動に参加した皆さん

町内園児・児童がイチゴ狩り体験

　町内の園児と児童は７月 10 日から 13 日までの４日間、道の
駅前猪苗代いちご園でイチゴ狩り体験を行いました。同いちご園
では、「猪苗代プレミアム」と「よつぼし」、「ペチカほのか」、「夏
のしずく」の計４種を栽培しています。始めに摘み取り方の説明
を受けた後、夏秋いちごの中でも甘みが強い「猪苗代プレミアム」
の摘み取りを体験。参加した園児は「おいしかったです。また来
るねー」と話し、イチゴ狩り体験を楽しんでいました。

夏秋イチゴ「猪苗代プレミアム」を摘み取り

イチゴを食べる園児たち

まちのわだい



1_ 磐椅神社で記念撮影する小天狗と巫女。猪苗代中
学校の生徒８人が小天狗と巫女に扮し、神事やたいま
つ行列に参加した　2_ そろいの法被とねじり鉢巻き
で会津磐梯山総おどりに参加した町内の企業。力強い
おどりを披露した　3_8_ メイン会場で行われた音楽
パレード。町内の小学校や福島県警音楽隊などが参加

（3_ 緑小学校、8_ 吾妻小学校）　4_ ７月 15 日に執り
行われた磐梯山噴火殉難者供養祭　　　　

5_ 御神火をたいまつに移して磐椅神社を出発するた
いまつランナーの子どもたち。猪苗代Ｔ＆Ｆの小学
6 年生 10 人と猪苗代アスレチッククラブの４人がラ
ンナーを務めた　6_ 磐椅神社で御神火授与祭を執り
行った関係者ら　7_ たいまつ行列には５歳から８歳
までの子どもたち 19 人が稚児として参加　9_ フィ
ナーレを飾る会津磐梯山総おどりを盛り上げたおはや
し会の三味線。最後にはコンテストでおどりの表彰

第 75 回
磐梯まつり

1

23

54

6

7

8 9
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第
75
回
磐
梯
ま
つ
り
は
７
月
30

日
、
亀
个
城
公
園
を
メ
イ
ン
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
の
音

楽
パ
レ
ー
ド
や
会
津
磐
梯
山
総
お

ど
り
が
実
施
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
の

通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

磐
梯
ま
つ
り
は
、
明
治
21
年
７

月
15
日
の
磐
梯
山
噴
火
で
殉
難
し

た
人
々
を
供
養
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
始
ま
り
、
五
穀
豊
穣
や
町

民
の
安
寧
を
祈
願
す
る
「
火
の
祭

り
」
と
し
て
継
承
・
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

磐い
わ

梯は
し

神
社
で
は
、
御ご

神じ
ん

火か

授
与

祭
が
執
り
行
わ
れ
、
新
た
に
設
け

ら
れ
た
「
た
い
ま
つ
ラ
ン
ナ
ー
」

が
、
神
聖
な
御
神
火
を
メ
イ
ン
会

場
ま
で
送
り
届
け
ま
し
た
。
メ
イ

ン
会
場
で
は
、
御お

旅た
び

所し
ょ

祭さ
い

が
執
り

行
わ
れ
、
た
い
ま
つ
行
列
が
ス

タ
ー
ト
。
た
い
ま
つ
行
列
に
は
、

小
天
狗
や
巫
女
に
扮
し
た
中
学

生
、
稚
児
ら
が
参
加
し
、
御ご

神じ
ん

火か

が
か
が
り
び
台
へ
と
移
さ
れ
、
願

い
事
を
書
い
た
祈
願
札
が
焼
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
会
津
磐

梯
山
総
お
ど
り
が
行
わ
れ
、
町
内

の
団
体
や
企
業
な
ど
が
そ
ろ
い
の

法は
っ

被ぴ

や
浴
衣
を
着
て
参
加
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

当
日
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

写真特集
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ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

　

本
町
の
ご
み
排
出
量
は
県

内
で
ワ
ー
ス
ト
８
位
。

　

令
和
９
年
度
ま
で
に
１
人

１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

を
９
２
３
㌘
以
下
に
す
る
目

標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
達
成
に
は
、
２
２
５

㌘
の
減
量
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

福
島
県
の
ご
み
排
出
量

リ
サ
イ
ク
ル
率
と
も
に

全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位

　

環
境
省
が
今
年
発
表
し
た
令
和
３

年
度
ご
み
排
出
量
等
の
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
福
島
県
民
１
人
１
日
当
た

り
の
ご
み
排
出
量
は
１
０
２
９
㌘
で
、

全
国
平
均
よ
り
１
３
９
㌘
多
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
13
・
３
％
、
前

年
度
の
13
・
２
％
か
ら
０
・
１
㌽
上

昇
し
ま
し
た
が
、
大
阪
府
、
福
井
県

と
並
ん
で
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
あ
り
、

全
国
平
均
の
19
・
９
％
よ
り
６
・
６

㌽
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

却
な
ど
、
本
町
の
町
税
収
入
の
１
割

に
相
当
す
る
多
額
の
費
用
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
本
町
に
お
け
る
ご
み
処

理
経
費
は
右
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
３
年
度

の
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
費
用
は
合

計
約
１
億
８
千
２
百
万
円
で
し
た
が
、

令
和
４
年
度
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
ご
み
の
減
量

化
を
図
り
、
経
費
削
減
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

特 集

県
平
均
を
上
回
る

本
町
の
ご
み
排
出
量

　

本
町
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排

出
量
は
、
１
１
４
８
㌘
で
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
県
平
均
を
上
回
っ

て
お
り
、
県
内
で
は
８
番
目（
昨
年

度
同
位
）に
多
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
市
町
村
別
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
、
16
・
２
％（
昨
年
度
17
・
０
％
）

で
昨
年
度
と
同
じ
く
10
番
目
と
な
り
、

県
内
に
お
い
て
は
進
ん
で
い
る
ほ
う

で
す
が
、
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
度
に
策
定
し
た

町
の
ご
み
処
理
計
画
の
目
標
値（
右紙・布類（資源物）

45.8％

ビニール・樹脂等
（資源物）

4.6％

木・竹・わら
7.8％

厨芥類 
10.6％

その他
3.0％

紙・布類（資源物以外）
11.9％

▼令和４年度
　組成調査の内訳

現状値
（R3）

 ごみの総量 5,638㌧

 １人１日当たり
  のごみ排出量 1,148㌘

と
し
て
搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
組
成
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
紙
・
布
類
が

57
・
７
％
で
１
番
多
く
、
次
い
で
ビ

ニ
ー
ル
・
樹
脂
等
が
20
・
９
％
、
木
・

竹
・
わ
ら
が
７
・
８
％
、
生
ご
み
で

あ
る
厨
ち
ゅ
う

芥か
い

類る
い

が
10
・
６
％
と
な
っ
て

い
て
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
中
に

再
生
可
能
な
資
源
物
が
50
％
も
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
で

ご
み
処
理
経
費
削
減
へ

　

ご
み
処
理
に
は
、
収
集
運
搬
や
焼

現状値
（R3）

 資源回収量 899㌧

 リサイクル率 16.2％

目標値
（R9）

4,317㌧  生ごみ・集団資源回収    
 を除く。
 推計人口 12,820 人 923㌘

目標値
（R9）

1,089㌧  家庭系・事業系資源ご  
 み、生ごみ、集団資源 
 回収  23.0％

町のごみ減量化の目標（現状から 225㌘削減）

町のごみリサイクルの目標（現状から６. ８％増加）

ビニール・樹脂等
（資源物以外）

16.3％

※町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
　より。令和４年度の計画の見直しに
　より令和９年度の目標値を変更。

0

1.0

0.5

1.5

単位：億円

R1 2 3 4 9

本町のごみ処理経費の推移

下
）で
あ
る
令
和
９
年
度
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
９
２
３
㌘
、

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
23
・
０
％
に

は
遠
く
及
ば
な
い
数
値
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
燃
や
せ
る
ご
み
」の
中
に

再
生
可
能
な
資
源
物
が

　

町
で
収
集
し
て
い
る
ご
み
の
ほ
と

ん
ど
は
、
会
津
若
松
市
に
あ
る
会
津

若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

環
境
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
環
境
セ
ン
タ
ー
に

は
、
会
津
地
方
の
10
市
町
村
か
ら
ご

み
が
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」

2.0

H26 27 28 29 30

1.82

1.54

単位：㌘
１日当たりのごみ排出量の推移

H24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3

1,300

1,200

1,100

1,000

900

800

猪苗代町

福島県

全国

（家庭系ごみと事業系ごみの合計）

※環境省一般廃棄物処理事業実態調査
　結果より

1,148

1,029

890

1,111

1,094

964

1,166 1,161 1,165 1,161 1,199 1,208
1,230

1,172

1,084 1,081 1,057
1,039 1,042 1,029 1,035 1,033

958 947
939 925 920 919 918 901

1.60 1.61 1.61 1.66
1.73 1.80 1.74

1.58

目標
年度

再生可能
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商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
状
況

　

昨
年
４
月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
は
、
青
森
県
に
あ
る
工
場
へ
運

ば
れ
、
次
の
と
お
り
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ま
し
た
。

【
令
和
４
年
度
】

◎
収
集
回
数　

５
回
／
年

◎
収
集
量　
　

17
・
５
㌧

◎
リ
サ
イ
ク
ル
方
法　

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル（
※
）　

◎
再
生
製
品

工
場
等
で
使
わ
れ
る
パ
レ
ッ
ト
や
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
商
品

　

燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
家
庭
か

ら
出
さ
れ
て
い
た「
商
品
プ
ラ
」、「
小

型
家
電
」、「
金
属
く
ず
」
を
分
別
収

集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
結
果
、「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」
の
量
は
１
４
０
㌧
で
、
分
別
前

の
２
８
３
㌧（
令
和
２
年
度
）と
比

較
す
る
と
半
分
以
下
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、
将
来
建

設
す
る
ご
み
処
理
施
設
の
規
模
を
縮

小
し
た
り
、
現
在
の
最
終
処
分
場
を

長
く
使
う
こ
と
が
で
き
、
将
来
世
代

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
※
）廃
棄
物
を
新
た
な
製
品
の
原

料
と
し
て
再
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

方
法
。「
物
」
か
ら
「
物
」
へ
と
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
。

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

を
考
え
よ
う

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
、
改
め
て

「
リ
デ
ュ
ー
ス
」、「
リ
ユ
ー
ス
」、「
リ

サ
イ
ク
ル
」
の
３
つ
の
Ｒ
を
考
え
て

見
ま
せ
ん
か
。

　

町
で
は
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
３
Ｒ
の

実
践
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
座
を

受
講
し
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

を
学
び
、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

粗
大
ご
み
を
出
す
と
き

に
気
を
付
け
る
こ
と

●
持
ち
込
み
で
き
る
回
数
は
、
一
日

に
つ
き
１
回
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分

で
す
。

●
畳
を
持
ち
込
む
場
合
、
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。
問
い
合
わ
せ
先
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
レ
ス
は
、

ス
プ
リ
ン
グ
を
取
り
除
い
て
か
ら
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ス
プ
リ
ン
グ

は
金
属
、
マ
ッ
ト
レ
ス
は
布
団
と
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
段
ボ
ー
ル
は
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
古
紙
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
自
転
車
は
防
犯
登
録
を
解
除
し
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
所
の
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
、

家
屋
解
体
物
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ

ん
。

●
町
指
定
の
袋
に
入
る
も
の
は
、
粗

大
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
収

集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

◀
回
収
し
た
商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

▲パレットやクリアファイルなどの商品に生まれ変わりました

◀
洗
浄
・
破
砕
後
の
商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

青森県のリサイクル工場へ

再生可能な資源物を分別することにより、年間約１，３３０㌧の燃やせる
ごみが削減できます。
燃やせるごみを焼却するのに、令和５年度１㌧あたり１６，０００円の処
理経費がかかっていて、単純計算で２，１２８万円のコスト削減になりま
す。

ご
み
減
量
か
ら
つ
な
が
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」に
は
、「
紙
マ
ー

ク
」
の
あ
る
お
菓
子
箱
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
箱
等
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
紙
を
作
る
た
め
の
パ
ル
プ
は
木

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
木
は
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
地
球
温

暖
化
の
抑
止
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
必
要
以
上
に
木
を
伐
採

し
な
い
た
め
に
も
、「
紙
マ
ー
ク
」

の
あ
る
も
の
や
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

紙
は
分
別
し
て
り
サ
イ
ク
ル
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に
は
、
バ

ケ
ツ
や
お
も
ち
ゃ
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど

製
品
そ
の
も
の
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品（
商
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）」
が

多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
商
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
昨
年
４
月
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法（
プ

ラ
新
法
）で
自
治
体
の
分
別
回
収
が

努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ラ
新
法
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

資
源
循
環
を
進
め
、
海
洋
汚
染
の
一

因
と
さ
れ
る
プ
ラ
ご
み
削
減
、
ご
み

焼
却
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す

る
た
め
施
行
さ
れ
、
県
内
市
町
村
で

は
本
町
を
含
め
て
５
市
町
村
が
分
別

回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令和３年度は、家庭から１人１日５６５㌘
もの燃やせるごみが出されています

再生可能な資源物を分別すると、２８１㌘
になりました

再生可能な資源物として
お菓子箱などの雑がみ
２５８㌘が含まれていま
す

再生可能な資源物として
プラスチック製容器包装
２６㌘が含まれています

燃やせるごみに含まれる再
生可能な資源物を分別する
ことにより、燃やせるごみ
が２８４㌘削減され、目標
達成することができます。

※「紙マーク」のあるも
のは、古紙の日に出しま
しょう

※「プラマーク」のある
ものは、プラスチック製
容器包装の日に出しま
しょう

この袋の中には
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を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
下
記【
表
１
・

２
】
ま
で
に
な
り
ま
す
。
認
定
証
が

必
要
な
場
合
は
、
事
前
に
国
保
年
金

係
の
窓
口
で
申
請
し
、
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

非
課
税
世
帯
【
世
帯
の
国
保
加
入

者（
擬
制
世
帯
主
を
含
む
）全
員
の

住
民
税
が
非
課
税
】
に
は
、「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
保
険
診
療
の
一
部

負
担
金
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入

院
時
の
食
事
代
も
下
記【
表
１
・
２
】

の
と
お
り
減
額
さ
れ
ま
す
。
有
効
期

限
が
令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で
の
認

定
証
を
持
っ
て
い
て
、
引
き
続
き
認

定
証
が
必
要
な
人
は
、
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す（
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
区
分
を
再
判
定
し
ま
す
）。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
す（
離
職
時
点
で
65
歳
以
上
の
人

と
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
の
な
い
人

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
お
送
り
し
ま
し
た

　　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
交
付

さ
れ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、
前

年
の
所
得
に
よ
っ
て
負
担
割
合（
２

割
ま
た
は
３
割
）を
判
定
し
、
毎
年

８
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬
に
世
帯

主
宛
て
に
郵
送
し
ま
し
た
。
新
し
い

受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
い
て
い
る

か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

８
月
は
限
度
額
適
用
認

定
証
の
更
新
月
で
す

　

入
院
の
予
定
が
あ
る
人
や
外
来
で

の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
人

な
ど
は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

所得区分
１カ月の自己負担限度額 入院時の１食の

食事負担３回目まで ４回目以降

ア：年間所得 901 万円超 252,600 円 ＋（医療費 - 842,000 円）×１％   140,100 円 460 円

イ：年間所得 600 万円～ 901 万円 167,400 円 ＋（医療費 - 558,000 円）×１％ 　 93,000 円 460 円

ウ：年間所得 210 万円～ 600 万円   80,100 円 ＋（医療費 - 267,000 円）×１％ 　 44,400 円 460 円

エ：年間所得 210 万円以下   57,600 円 　 44,400 円 460 円

オ：住民税非課税世帯   35,400 円 　 24,600 円 210 円（※）

（※）過去 12 カ月間で入院日数が 90 日を超えると 160 円になります。詳しくは、国保年金係にお問い合わせください。
・４回目以降の金額は、過去 12 カ月以内に限度額を超えた支給が４回以上あった場合に適用される金額です。
・入院時の食事負担や差額ベッド代などは、自己負担限度額に含まれません。

【表１】● 70 歳未満の人

所得区分
１カ月の自己負担限度額 入院時の１食の

食事負担外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位） ４回目以降

現役並み
所得者

Ⅲ 690 万円以上 252,600 円 +（医療費 - 842,000 円）×１％    140,100 円 460 円

Ⅱ 380 万円以上 167,400 円 +（医療費 - 558,000 円）×１％ 93,000 円 460 円

Ⅰ 145 万円以上 　　　 80,100 円 +（医療費 - 267,000 円）×１％ 44,400 円 460 円

一　般 18,000 円
（年間限度額 144,000 円） 57,600 円 44,400 円 460 円

低所得者
（住民税非課税）

低Ⅱ
8,000 円

24,600 円 ― 210 円（※）

低Ⅰ 15,000 円 ― 100 円

国
民
健
康
保
険
税
は
納
期

内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

　　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税（
国

保
税
）の
納
付
書
が
７
月
に
発
送
さ

れ
ま
し
た
。
第
１
期
の
お
支
払
い
は

も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
国
保
税

は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８

期
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
保
税
は
国
保
制
度
を
支
え
る

大
切
な
財
源
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

１
年
を
越
え
る
滞
納
が
あ
る
と
、

保
険
証
を
返
還
し
て
も
ら
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
納
期
限
ま
で
に
税
務
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

国
保
税
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
保
税
の
納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
な
ら
、
国
保
税
を
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
な
い
の
で
、
安
心
・
便

利
・
確
実
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す

る
だ
け
で
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
的

に
継
続
さ
れ
ま
す
。

【表２】● 70 歳以上（高齢受給者）の人

課
税
所
得
額

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

（例）７月から国保加入

年間保険税の 12 分の９を納めます

【加入したとき】
保険税＝年間保険税 ×（加入した月から３月までの月数）÷ 12

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

（例）11 月に国保脱退

年間保険税の 12 分の７を納めます

【脱退したとき】
保険税＝年間保険税 ×（４月から脱退した月の前月までの月数）÷ 12

問町民生活課　国保年金係　☎（62）2114

年
度
の
途
中
で
加
入
・
脱

退
し
た
場
合
の
国
保
税

　

年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
の
異
動

が
あ
っ
た
場
合
、
月
割
り
で
計
算
し

ま
す
。
月
の
途
中
で
加
入
し
た
場
合

は
そ
の
月
か
ら
課
税
と
な
り
、
脱
退

し
た
場
合
は
そ
の
月
の
前
月
分
ま
で

課
税
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
に
は
負
担
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す

　

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
で

離
職
し
た
人
に
は
、
前
年
の
給
与
所

得
を
１
０
０
分
の
30
の
額
と
み
な
し

て
国
保
税
を
計
算
す
る
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

○
軽
減
対
象
期
間

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

（
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は

そ
の
時
点
ま
で
）

○
対
象
者

雇
用
保
険
法
の
特
定
受
給
資
格
者
と

特
定
理
由
離
職
者

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離

職
理
由
コ
ー
ド
が
「
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
人

◀
高
齢
受
給
者
証見　本

見　本 見　本

◀
限
度
額
適
用
認
定
証
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地域おこし協力隊通信

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任

し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
丸
２
年
が

過
ぎ
、
い
よ
い
よ
最
終
年
度
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
磐
梯
山
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
末
に

磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
と
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
と
の
間
で
、

民
間
企
業
と
は
初
と
な
る
連
携
協
定

を
締
結
し
、
今
年
度
か
ら
具
体
的
な

連
携
事
業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
今
年
２
月
か
ら
は
、
今

ま
で
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
が

取
り
組
め
て
い
な
か
っ
た
、
新
た
な

認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
養
成
講
座
の
開

催
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
猪
苗
代
町

を
は
じ
め
磐
梯
町
、
北
塩
原
村
か
ら

も
年
代
や
性
別
を
問
わ
ず
、
様
々
な

人
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
養
成
講
座
で
は
、

今
後
の
継
続
性
を
考
え
た
新
た
な
試

み
と
し
て
、
座
学
は
録
画
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
も
受
講
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
中
に
は
新
た
な
認
定
ジ

オ
ガ
イ
ド
が
誕
生
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
定
期
的
に

認
定
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊
私たちが地域を元気に！

　
「
甘
え
ん
坊
で
や
ん
ち
ゃ

な
性
格
」
の
旭
希
く
ん
。

「
お
っ
と
り
マ
イ
ペ
ー
ス
な

性
格
」
の
晄
希
く
ん
。「
最

近
は
、
お
も
ち
ゃ
の
取
り
合

い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
、
お
互
い
を
意
識
し
て
き

て
い
る
の
か
な
。
男
の
子
の

好
き
な
車
や
電
車
に
興
味
を

持
ち
始
め
て
き
ま
し
た
」と

マ
マ
の
怜
子
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　

５
人
の
子
ど
も
の
パ
パ
と

な
っ
た
康
司
さ
ん
は
、
子
ど

も
が
大
き
く
な
っ
た
ら「
２

人
が
生
ま
れ
る
前
は
よ
く

キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
い
た
の

で
、
ま
た
み
ん
な
で
行
き
た

い
」
と
話
す
と
、「
５
人
の

子
ど
も
と
出
か
け
る
の
は
大

変
だ
け
ど
、
普
通
の
家
族
が

す
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
で
き
れ
ば
」と
怜
子
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　

両
親
は「
将
来
は
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
２
人

の
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

双子で生まれてきた旭希くんと晄希くんの名前は、
明るい希望を持って生きてほしいというパパとママ
の願いが込められています。

令和４年６月生まれ
～小平潟
康司さん・怜子さんご夫妻の３男と４男

佐藤　旭
あ さ

希
き

　くん

大好きなパパ、ママと一緒にハイ、チーズ！

笑顔でこんにちは

Instagram

Facebook

畠
は た

中
な か

 惇
あつし

 さん

主な活動内容：観光振興・ジオパーク支援、
　　　　　　　地域産品の販売促進

令和５年度　猪苗代町×福島大学食農学類

［ 農学実践型教育プログラム ］活動紹介
　福島大学〔農学実践型教育プログラム〕では、県内各地で地域の人たちと一緒に地域課題の解
決に取り組んでいます。猪苗代フィールドでは、「食と農に関係する課題」を自由に見つけ、地
域の皆さんと課題解決に向けて議論しながら解決案を探します。

Ｑ . 福大生に聞いてみました！

・  食べることが好きで、食と農につ
　いて学んでみたいと思ったから

・１年次から実習があり、アクティ
　ブで楽しそうに感じたから

・  農業に興味があったから
・  新しくできたばかりの学類で、興
　味があったから

・  食と農について一通り学んでから
　コースを選べる所に魅力を感じた

・  農業経営と食品化学について、幅
　広く学びたかったから

・  作業着のつなぎがカラフルで可愛
　かったから

・  地域との交流があるから

01. なぜ「福島大学食農学類」を
選んだの？

02. なぜ「猪苗代町」を選んだの？

・  学生が主体となって町のために活
　動をする所に興味があった

・  猪苗代町が好きな場所だったから
・  会津地方の雰囲気が好きで、活性
　化に携わりたいと思ったから

・  先輩から猪苗代フィールドは楽し
　いと聞いていたから

・  猪苗代町の観光スポットや食べ物
　に魅力があると感じたから

・  テーマを自由に決められ、自分た
　ちのやりたいことができるから

・  猪苗代町についてほとんど知らな
　かったため、猪苗代町を知りたい
　と思ったから

・  観光以外の観点から猪苗代町を見
　てみたいから

私たちのグループでは、猪苗代町のそ
ばの認知度を上げることを目的にそば
やその他の特産品を使ったガレットの
新商品開発に取り組んでいます！

特産品開発グループ　「みんな来なわしろ」

農業の活性化・６次化グループ
６次化を活性化し、猪苗代町の食をア
ピールしたいという想いで取り組んで
います。昨年、吾妻食品さんとコラボ
して 6 次化商品ブランド「KUWASSE」
を立ち上げました。ブランド最初の商
品であるトマト缶を完成させ、PR し
ていきます！

「猪苗代町の花の魅力を伝えたい」を
テーマに活動しています！猪苗代町で
は高品質な花を生産・販売しています
が認知度が低く、後継者不足という課
題があります。猪苗代町の花の良さを
発見・発信し、花がより身近になって
ほしいと思い、活動しています！

花き・園芸活性化グループ　「チーム花
は な

華
は な

」

里山保全・鳥獣被害対策グループ
小水沢地区全体で鳥獣被害対策を行っ
ているにも関わらず、被害が絶えない
理由を突き止めるべく、電気柵付近に
センサーカメラを設置し、調査をして
います。対策の効果が最大限に発揮さ
れるように、少しでも力になれたらと
いう想いで取り組んでいます！

猪苗代町地域おこし協力隊
 Instagram

［INAWASHIRO_CHIIKIOKOSHI］

福島大学食農学類
Twitter

［@ShockR868]

猪苗代高校とも一緒に活動する時間が
ありました！猪高生も頑張ってます！
猪苗代高校 Twitter［@inako_tan9] 

　　　晄
み つ

希
き

　くん
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猪苗代町図書歴史情報館「和みいな」
開館 10 周年記念講演会

　平成 26 年に開館した町図書歴史情報館（和みいな）は今年で開館 10 年目を迎えました。
これを記念して和みいなで講演会を開催しますので、ぜひご参加ください。
　また、和みいなの歴史情報室では、旧石器時代から中近世までの各時代の猪苗代の出土遺
物や絵図、写真パネルを展示していますので、この機会にご覧ください。

●日時：９月 17 日（日）

　　　　午後２時～午後３時 30 分

●会場：町図書歴史情報館「和みいな」歴史情報室

●講師：高橋　充氏（福島県立博物館）

●演題：『江戸時代の猪苗代　

　　　　　　　　　―資料からさぐる城と神社―』

●内容

　猪苗代には、中世から近世まで続く城郭とともに、

磐椅神社・小平潟天満宮・土津神社など様々な神々

を祀る神社も成立しました。現在まで伝わる絵画資

料や古文書などから、江戸時代の様相をさぐります。

●定員：50 名（事前申込）

●申込方法

　電話またはＦＡＸで、お名前と連絡先を和みいな

にお知らせください。

●その他

　福島県立博物館で９月２日（土）から 11 月 26 日

（日）まで、本講演会に関連するテーマ展「会津の

神様　小平潟天神と土津神君」が開催されます。ま

た、８月 21 日（月）まで「猪苗代城絵図」が展示さ

れています。

■申し込み・問い合わせ先
町図書歴史情報館　☎（23）7855　FAX（62）5331

土津神社

小平潟天満宮

亀ケ城公園

【音楽】浅井健一 & 福士久美子【音楽】アナログナイト【カンパイ】猪苗代☆食堂
【カンパイ】植野広生（「dancyu」編集長）/ カンパイ☆ブロデューサー【カンパイ】宇賀なつみ / カンパイ☆ MC

【美術】unico【音楽】奥田民生【美術】川合南奈子【音楽】GLIM SPANKY(Acoustic Set) 【美術】こどもバウハウス
【美術】ZAZZU【音楽】サニーデイ・サービス【美術】JUN KANEKO【音楽】鈴木実貴子ズ【音楽】卓真（10-FEET）

【美術】tttttan【美術】チバ ヒデアキ【カンパイ】つちや農園 / 米監修
【音楽】とまとくらぶ［山田将司（THE BACK HORN）村松拓（Nothingʼs Carved In Stone / ABSTRACT MASH）］

【美術】中川和寿【美術】奈良美智【美術】野口勝宏【美術】はじまりの美術館【美術】FUTABA DARUMA
【美術】MANIFATTORIA【音楽】森 大翔【カンパイ】山内聖子（呑む文筆家・唎酒師）/ 酒監修【音楽】由薫

and more・・・

今年のテーマは「ザ・カンパイミュージック」。
猪苗代湖畔の初秋の大自然の中、会場を彩る美術に囲まれながら、素敵なミュージシャンたちの
音楽を聴いて、美味しいご飯やおつまみ、お酒や飲み物でカンパイ！
是非、オハラ☆ブレイクにお越しください！猪苗代町民特別価格でチケット販売を行います。こ
の機会を是非お見逃しなく！お越しの際は、事前に必ず公式ホームページをご確認ください。

お得な町民割チケットのお知らせ

㉄商工観光課　商工観光係
☎（62）2117

購入は、町民割チケット特設販売サイトから。
【町民割チケット受付期間】８月１日（火）～９月 30日（土）
【料　　　金】
◆極上 PASS　29,800 円　→　22,000 円／１名
［入場券・キャンプサイト券・場内駐車券・宴セット（カンパイドリンクと肴・食べ飲み放題＋朝ご飯 ) 付き］
◆入場券　9,800 円　→　8,800 円／ 1名
◆入場券＋キャンプサイト券セット　12,800 円　→　10,000 円／１名
※極上 PASS は、20 歳以上の人がお申し込みいただけます。
※小学生以下・70歳以上入場無料

注目のコンテンツ

※敬称略、五十音順

※参加アーティストの変更・キャンセルに伴うチケットの払戻しは行いませんので、予めご了承ください。
※詳しくは、公式ホームページをご覧ください。

特設販売サイト
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市
町
村
対
抗

軟
式
野
球
大
会

　

第
17
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式

野
球
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
で
猪
苗
代
町
チ
ー
ム

を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

９
月
10
日（
日
）第
３
試
合　

午
前
12
時
30
分

▼
会
場

県
営
あ
づ
ま
球
場（
福
島
市
）

▼
対
戦
相
手　

国
見
町　

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎（
72
）０
１
８
０

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の
全
国
一

斉
伝
達
試
験
に
つ
い
て

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
伝
達
試
験
が
次
の

と
お
り
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
実
施
日
時

８
月
23
日（
水
）午
前
11
時

※
実
際
の
災
害
等
の
発
生
に
よ
り
、

中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
実
施
内
容

　

防
災
行
政
無
線
か
ら
「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
と
放

送
が
流
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

防
災
情
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

東
京
猪
苗
代
町
民
会
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　　

東
京
猪
苗
代
町
民
会
は
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
り
、
ふ
る
さ
と
猪
苗

代
町
の
振
興
発
展
の
助
け
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
盆
な
ど
で
帰
省
し
た
皆
さ
ま
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

▼
会
員
の
要
件

東
京
都
や
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千

葉
県
そ
の
ほ
か
近
県
等
に
居
住
も
し

く
は
勤
務
す
る
本
町
出
身
者
ま
た
は

本
町
に
縁
の
あ
る
人
で
、
東
京
猪
苗

代
町
民
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
人

▼
活
動
内
容

懇
親
会
や
会
員
作
品
展
、
町
お
こ
し

に
つ
な
が
る
事
業
の
推
進
な
ど

▼
年
会
費　

３
千
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

問
い
合
わ
せ
先
に
「
住
所
」、「
氏

名
」、「
出
身
行
政
区
名
」、「
電
話
番

号
」
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

高
額
療
養
費
の
振
込
口
座

の
登
録
は
お
済
み
で
す
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
自

分
で
負
担
す
る
医
療
費
に
は
、
１
カ

月
ご
と
に
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
月
の
医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
と
き
、
上
限
額
を
超

え
た
分
が
戻
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
高
額
療
養
費
制
度
と

言
い
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
振
込
先
の
口
座
登
録
が
必

要
で
す
。
一
度
、
口
座
登
録
を
す
る

と
、
次
回
か
ら
高
額
療
養
費
が
発
生

し
た
際
に
自
動
的
に
登
録
口
座
に
振

り
込
ま
れ
る
の
で
便
利
で
す
。
８
月

下
旬
に
県
広
域
連
合
か
ら
口
座
登
録

勧
奨
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

届
い
た
人
は
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

代
理
人
で
も
手
続
き
は
で
き
ま
す
。

▼
勧
奨
通
知
が
送
付
さ
れ
る
人

高
額
療
養
費
の
支
給
見
込
み
が
あ
り
、

口
座
未
登
録
の
人

※
高
額
療
養
費
が
発
生
し
て
い
な
い

人
や
口
座
登
録
済
み
の
人
へ
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
対
象
者　

　

原
則
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
本
人
で
す
。
本
人
以
外
が
支
給
を

受
け
る
場
合
は
、
申
請
書
の
委
任
欄

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

ご
意
見
箱
に

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
回
答

●
長
浜
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】

　

猪
苗
代
湖
の
白
鳥
観
光
船
に
孫
た

ち
と
乗
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
休
日

な
の
で
人
が
多
く
て
ト
イ
レ
が
混
ん

で
い
た
せ
い
な
の
か
ト
イ
レ
が
汚
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
猪
苗
代
湖
」
と
い
う
看

板
や
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
が
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

【
回
答
】

　

こ
の
度
は
、
不
快
な
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
い
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
「
長
浜

公
衆
ト
イ
レ
」
で
す
が
、
町
内
で
も

利
用
頻
度
が
高
い
公
衆
ト
イ
レ
で
あ

る
こ
と
か
ら
毎
日
午
前
と
午
後
の
２

回
清
掃
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
た
期
間
が
大
型
連
休

中
で
あ
れ
ば
ト
イ
レ
利
用
者
が
多
く

な
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
繁
忙
期
の
清
掃
業
務
に
つ

い
て
は
、
関
係
機
関
と
再
協
議
し
た

上
で
適
正
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
看
板
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す

に
記
入
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
手
続
き
場
所　

町
役
場
１
階　

町
民
生
活
課

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

●
被
保
険
者
本
人
が
申
請
す
る
場
合

①
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
な

ど
）１
点

顔
写
真
付
き
の
も
の
を
準
備
で
き
な

い
場
合
は
、
公
的
機
関
が
発
行
し
て

い
る
証
書（
被
保
険
者
証
や
診
察
券

な
ど
）２
点

②
登
録
す
る
口
座
の
通
帳

●
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

①
と
②
の
写
し
に
加
え
て
、
③
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類（
顔
写
真
の
有

無
は
①
と
同
じ
）

▼
そ
の
他

　

勧
奨
通
知
送
付
者
以
外
も
口
座
登

録
状
況
の
確
認
や
事
前
登
録
は
で
き

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

☎（
62
）２
１
１
４

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
定
例
行
政
相
談
会
を
毎

月
１
回
、
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

８
月
16
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場　

町
役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

９
月
１
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場　

町
役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

意
見
箱

会
員
募
集

が
、
公
衆
ト
イ
レ
前
に
あ
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス
横
に
、
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク

協
議
会
が
作
製
し
ま
し
た
「
猪
苗
代

湖
の
誕
生
と
成
長
」
と
い
う
案
内
看

板
を
設
置
し
て
、
紹
介
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

☎（
62
）２
１
１
７

９
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
票
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
、
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。
児
童
・
乳
幼
児
は
、
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
の
際
に
は
、
議
事
を
妨
害
す

る
恐
れ
の
あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い

な
ど
、
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

９
月
４
日（
月
）

※
一
般
質
問
は
11
日（
月
）、
12
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

８月 11 日～９月末の窓口業務延長日は
８月 22 日、９月５日、19 日です

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

問総務課　行政管理係　☎（62）2111

お
知
ら
せ

後
期
高
齢

相
　
談

議
　
会



　省エネ住宅の高効率設備や再生可能エネルギーに関する講習会
を開催します。エネルギー収支をゼロにする考え方（ZEH：ゼッチ）
に関する知識を深めたい人は、気軽にご参加ください。
　詳細は、ホームページをご覧ください。
●日時　９月 22 日（金）午後１時 30 分～午後３時 30 分
●会場　ハイテクプラザ会津若松技術支援センター　
●対象　一般の人向け
●申込　電話または右の QR コードから
問県立テクノアカデミー会津　☎ 0241（27）3221
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（
祢
次
）、
大
月
喜
裕（
土
田
）、
髙

橋
二
三
雄（
烏
帽
子
）、
鈴
木
範
政

（
西
舘
）、
鈴
木
正
晃（
今
泉
）、
遠

藤
正
浩（
水
沢
）、
丸
山
之
子（
百
目

貫
）、
二
瓶
公
司（
木
地
小
屋
）、
浦

大
輔（
八
千
代
）、安
達
壽
人（
打
越
）、

土
屋
勇
雄（
壺
下
）

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

笹
岡
正
人（
新
町
ろ
）、
氏
田
泰
昭

（
渋
谷
）、岸
本
恵
里
子（
翁
島
駅
前
）、

関
和
慎
一（
釜
井
）、
古
川
昭
一（
相

名
目
）、
相
馬
裕
幸（
富
永
）、
鵜
浦

正
俊（
都
沢
）、小
檜
山
正
次（
中
目
）、

桑
原
富
男（
新
屋
敷
）、
神
庄
也（
白

津
）、
長
谷
川
竹
司（
小
水
沢
）、
小

檜
山
慶
一
郎（
大
原
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局　

農
地
係

☎（
62
）５
６
５
５

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

　

毎
年
、
農
業
委
員
会
で
は
「
農
地

利
用
の
確
認
」、「
遊
休
農
地
の
実
態

把
握
と
発
生
防
止
」、「
違
反
転
用
の

防
止
・
早
期
発
見
」
を
目
的
と
し
て

町
内
全
域
の
農
地
を
対
象
に
「
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
８
月
下
旬
と
11
月
上

旬
に
、
地
区
の
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
、
農
業
委
員
会

事
務
局
職
員
が
巡
回
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
中
は
、
公
用
車
に
「
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
貼
り
、
農
業
委
員
会
の
帽

子
と
腕
章
を
着
用
し
て
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
た
め
、
農
地
等
へ
の
立
ち

入
り
や
話
を
伺
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
任
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
決
定

　

農
業
委
員
へ
の
辞
令
交
付
式
は
７

月
20
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
、
二
瓶

盛
一
町
長
が
新
し
い
農
業
委
員
12
人

に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
改
選
後
初
の
農
業
委
員
会

総
会
が
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
会
長
に
土
屋
勇
雄
委
員

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月

28
日
に
は
、
農
業
委
員
会
か
ら
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ

も
令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。
新
た
な
委
員
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

▼
農
業
委
員

渡
部
誠（
四
ツ
谷
）、
小
檜
山
浩
子

善意をありがとう
ございます

〇町一般廃棄物協同組合
　町一般廃棄物協同組合は６
月 30 日、町に猪苗代中学校
体育用品購入といなわしろ花
火大会協賛金として、それぞ
れ 10 万円を寄付しました。

二瓶盛一町長に善意を手渡す大
友代表理事（左から３人目）ら

農
業
委
員
会

　任期満了に伴い退任した町農業委員と
農地利用最適化推進委員への感謝状贈呈
式は７月 20 日、町役場で行われ、二瓶
盛一町長が感謝状を手渡しました。感謝
状を受けた皆さんは次のとおりです（敬
称略）。
●農業委員
神田忍（名古屋町）、渡部清人（長坂）、
佐賀久人（翁島駅前）、古川悟（相名目）、
鈴木つや子（西舘）、渡部大助（幸野）、
渡部悦子（白津）、渡部清美（小水沢）、
別府昭男（下舘）
●農地利用最適化推進委員
五十嵐勇夫（見祢）、喜多見貞雄（新在家）、
古川俊裕（烏帽子）、原智之（打越）、土
屋孝彦（百目貫）、安部寛一（山潟）、齋
藤敦（小平潟）、五十嵐美春（東舘）、渡
部清昭（水沢）、磯谷衛（白木城）、阿部
莊一郎（酸川野）
㉄農業委員会事務局　農地係　☎（62）5655

退任農業委員と農地利用最適化
推進委員に感謝状を贈呈

感謝状を受ける鈴木つや子さん

農地パトロールの様子

ZEH・ZEB 技術セミナー

　

町
で
は
、
冬
期
間
に
お
け
る

道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、道
路
除
雪
運
転
手（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
）を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
採
用
予
定
人
数　

19
人

●
雇
用
予
定
期
間　

令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で

●
給
与
等

　

町
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。
早

朝
、
深
夜
、
休
祝
日
等
の
出
勤

は
、
超
過
勤
務
手
当
あ
り
。

※
昨
年
度
よ
り
日
額
が
大
幅
に

上
が
っ
て
い
ま
す
。

●
採
用
条
件

　

猪
苗
代
町
会
計
年
度
任
用
職

員
任
用
等
管
理
規
程
に
よ
り
ま

す
。
ま
た
、大
型
特
殊
免
許（
ホ

イ
ー
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
限
定
免
許

除
く
）と
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
講
習
修
了
資
格
の
保
持

者
に
限
り
ま
す
。

●
提
出
書
類

〇
履
歴
書（
用
紙
は
建
設
課
で

受
け
取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
）

〇
大
型
特
殊
運
転
免
許
証
の
写

し〇
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能

講
習
修
了
証
の
写
し

●
選
考

　

書
類
審
査
と
面
接
試
験
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

●
申
込
期
限　

８
月
31
日（
木
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

建
設
係　

☎（
62
）２
１
１
８

道
路
除
雪
運
転
手
募
集

賃金ＵＰ

　

県
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出

没
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
３
月
20
日
に
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
出
没
注
意
報
」
を
、
そ
の
後
、

人
身
被
害
が
発
生
し
た
た
め
５
月

２
日
に
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
特

別
注
意
報
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

発
令
後
も
、
県
内
に
お
い
て
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

発
令
期
間
が
８
月
31
日
ま
で
延
長

と
な
り
ま
し
た
。

　

野
外
で
活
動
す
る
際
に
は
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
よ
う
、

よ
り
一
層
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
遭
遇
し
な
い
た
め
に

〇
山
野
に
入
る
場
合
に
は
単
独
行

動
を
避
け
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な

ど
音
の
な
る
も
の
を
身
に
つ
け
て

自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

〇
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
早
朝
と
夕
方

に
活
発
に
活
動
す
る
た
め
、
朝
夕

の
入
山
は
避
け
る
。

■
出
会
っ
た
と
き
に
興
奮
さ
せ
な

い
た
め
に

〇
遠
く
に
ク
マ
が
い
る
の
を
発
見

し
た
場
合
は
、
慌
て
ず
そ
っ
と
立

ち
去
る
。

〇
ク
マ
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
て
、
で
き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り

後
ず
さ
り
な
が
ら
ク
マ
か
ら
離
れ

る
。

〇
背
中
を
見
せ
て
逃
げ
る
と
、
ク

マ
は
本
能
的
に
襲
っ
て
く
る
の
で
、

走
っ
て
逃
げ
な
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

ク
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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両手で強く、早く、絶え間なく圧迫
します。
④ AED の活用
　AED の電源を入れ電極パッドを
体 に 貼 り、AED の 音 声 に 従 い ま
す。電気ショックの必要性など全て
AED が判断します。
問猪苗代消防署
☎（62）4433

８月は「食品衛生月間」

　細菌が増殖しやすい夏場は、食中
毒が発生しやすい季節です。調理す
る前や食事の前に手洗いをしましょ
う。また、温度管理を徹底して細菌
を増やさないようにしましょう。
●手洗いのポイント
　石けんをつけて、指や爪の間まで
しっかり洗いましょう。特に親指の
周りは、洗い残しが多いので注意し
てください。
●細菌を増やさない対策
　食品は、食中毒菌が増えるのに適
した温度「約 20℃～ 50℃」をさけ
て冷蔵庫等で保存し、できるだけ早
く食べましょう。
　細菌の多くは加熱することで死滅
するので、食材の中心までしっかり
火を通すようにしましょう。
問県会津保健福祉事務所
☎（29）5516

福島県迎賓館特別公開

　福島県迎賓館では、予約者限定で
次のとおり特別公開を開催します。
●日時　８月 20 日（日）～８月 31
日（木）午後１時 30 分～
●定員　各日 14 人
●申込方法　見学希望日の２日前ま
でに電話かメールでお申し込みくだ

さい（先着順）。
● 参 加 料（ 税 込 ）　 一 般 1,200 円、
高校生 1,040 円、小中学生 930 円
●その他　詳しくは、天鏡閣にお問
い合わせください。
問天鏡閣　☎（65）2811

内水面水産試験場参観デー

　淡水魚の試験研究をしている県の
内水面水産試験場では、施設や研究
内容を地域の皆さんに知ってもらう
ため、イベントを開催します。
●日時　８月 19 日（土）午前 10 時
～午後３時
●会場　県内水面水産試験場

（「アクアマリンいなわしろカワセミ
水族館」隣り）
●主な内容　試験研究の成果発表、
ちびっ子魚つかみ大会（無料）、試
食コーナー（無料）
※雨天の場合、屋外イベントは中止
になる場合があります。自家用車で
来られる人は、相乗りでお越しくだ
さい。
問県内水面水産試験場
☎（65）2011

「子どもの人権相談」
全国一斉強化週間

　いじめや嫌がらせ、虐待、体罰な
ど子どもの抱える人権問題について
電話相談を実施します。相談は、人
権擁護委員と法務局職員が応じま
す。秘密は厳守しますので、お気軽
にご相談ください。
●日時　８月 23 日（水）～ 29 日（火）
午前８時 30 分～午後７時
※ 26 日（土）と 27 日（日）は午前
10 時～午後５時
●電話　0120（007）110（フリーダ
イヤル）
問福島地方法務局　人権擁護課　
☎ 024（534）1994

30 日まで（第 2 期分）の 2 回に分け
て納めることになっています。
　ただし、年税額が１万円以下の場
合には、8 月（第 1 期分）に一括し
て納めることになります。

お勧めします
個人事業税の口座振替納税

　個人事業税については、便利な口
座振替の制度があります。手続きは、
納税通知書に同封の預金口座振替依
頼書を金融機関に提出し、金融機関
で確認を受けた納付書送付依頼書を
県税部に提出して行います。
　詳しくは、下記までお問い合わせ
ください。
㉄会津地方振興局　県税部
　課税第一課　事業税チーム
☎（29）5251
　

助かる命を助けるために

　もし今、目の前で家族が突然倒れ
たら、あなたは何ができますか？救
急車が到着するまで、大切な人の命
をつなぎとめるのは「あなた」の応
急手当です。
　救急について、みんなで関心や理
解を深めましょう。

【倒れている人をみたら】
①声をかける
　傷病者の肩をたたきながら声をか
けます。反応がなかったら、大声で
助けを求め、119 番通報と AED を
周囲の人に依頼します。
②呼吸の確認
　胸と腹の動きを見て、「普段通り
の呼吸」をしているか 10 秒以内で
確認します。
③胸骨圧迫
　AED の到着まで胸骨圧迫を 30 回
連続して行った後に、人工呼吸を 2
回行います。胸骨圧迫は胸の左右真
ん中にある胸骨の下半分を、重ねた

「はぴ福なび」出張登録会
（説明会）のお知らせ

　「はぴ福なび」は、20 歳以上の独
身男女に結婚相手を紹介するオンラ
イン型マッチングシステムです。
　次のとおり町内で出張登録会を開
催しますので、興味のある人はぜひ
お越しください。現在、紹介状用写
真無料撮影サービスを実施中です。
●日時　９月２日（土）午前 11 時～
午後４時 30 分（最終受付午後４時）
●場所　町体験交流館　学びいな
●登録料　10，000 円（２年間有効）
●必要なもの　登録の状況により必
要となるものが異なりますので、詳
しくはお問い合わせください。
●その他　予約優先
●町内利用者の声　

（令和３年中に「はぴ福なび」を利
用して婚姻したＫさん）
　『県が導入したシステムなので、
安心して利用することができまし
た。会員登録にあたって、登録料の
負担や必要書類を集めるのは少し大
変でしたが、それもしっかりとした
運営の表れだと思います。おかげで
今は妻に出会えてはっぴーです。』
問ふくしま結婚・子育て支援応援セ
ンター
☎ 024（544）0070

 
個人事業税の納税を

お忘れなく

　個人事業税は、県内に事務所・事
業所を設けて、物品販売業や不動産
貸付業など一定の事業を営んでいる
人に納めていただく県の税金です。
　会津地方振興局県税部から送付さ
れる納税通知書により、年税額を
8 月 31 日まで（第 1 期分）と 11 月

今月の納期
（納期限 8 月 31 日）

●町県民税        第２期分

●国民健康保険税

                             第２期分

●介護保険料   第２期分
●後期高齢者医療保険料

　　　　　　     第１期分

●上下水道使用料
                                       ８月分

●下水道負担金

　　　　　　     第２期分

暮らしの情報広場

消　　防

衛　　生

婚　　活

2023 年７月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　12,742 人
　　世帯数　　　  4,676 戸
　　出生　  5 人　  転入　 36 人
　　死亡　28 人  　転出　 62 人

お悔やみ申し上げます
（６月 15 日～７月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

森　　君代 94 君代 桜ヶ丘

阿部　キミ 85 明士 扇田

高橋美智子 66 善数 吾妻
行政区外

本多　　實 91 實 内野

黒澤ミサ子 92 悟 長坂

鈴木佐紀子 98 建司 東舘

中村　恭子 103 恭子 桜ヶ丘

日出山征一 79 征一 中の沢

由井　房夫 75 房夫 小田

藤原　ツイ 92 壽一 大在家

田口　清美 95 清美 山潟

渡部　春雄 88 春雄 蟹沢・長浜

渡邊ユキヱ 95 清孝 高森

佐賀　愛子 84 愛子 北高野

栗田　善仁 83 善仁 四ツ谷

古川　　学 65 学 土田

渡部美枝子 73 美枝子 小田

鈴木三八子 87 文子 神明町

阿部アヤ子 86 幸一 西真行

鈴木キヨイ 99 一四 小田
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町の人口
（福島県現住人口調査より）

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和５年６月末現在）

※広報に氏名の掲載を希望されない
場合は、死亡届の手続きの際に窓口
に申し出ください。

１　犯罪発生状況

◎令和５年６月末現在の県内における「なりすまし詐
欺」（オレオレ詐欺など）の発生状況は、26 件、3,308
万円（前年同期比 -33 件、-1 億 1,570 万円）です。
◎被害を防ぐための第一歩「POLICE メールふくしま」
に登録しましょう。pmf01@uh28.asp.cuenote.jp 宛
てに空メールを送信してください。　　
問猪苗代警察署　☎（63）0110

◎管内では、出会い頭の事故が多発しています。交差
点では、確実に一時停止や安全確認をしましょう。
◎急発進・急ハンドル・急ブレーキはやめましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和 5 年 令和 4 年 増　減

猪 苗 代 町 14 14 0

磐 　 梯 　 町 9 4 5

裏 　 磐 　 梯 0 2 -2

　　　計 23 20 3

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯

5 年 4 年 5 年 4 年 5 年 4 年

窃盗犯計 8 10 7 2 1
空 き 巣、 忍 び
込みなど 1 1
万 引 き、 車 上
狙いなど 8 10 6 1 1

自動車盗など

詐欺など 2 1 1

暴行・傷害など 1 1

器物損壊 3 2 1 1

その他 1 1

合　計 14 14 9 4 0 2

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
本年 前年 本年 前年 本年 前年

人身事故発生件数 11 10 3 3 2 0
増　　減 1 0 2
死者数 0 0 0 0 1 0

増　　減 0 0 1
傷者数 14 12 4 4 1 0

増　　減 2 0 1
物件事故 273 269 46 53 32 30
増　　減 4 -7 2

人権相談

税　　金体調が急変したときの電話相談
・15 歳未満・・・福島県こども救急電話相談
　「＃８０００」（毎日 19：00 ～８：00 受付）

・15 歳以上・・・福島県救急電話相談
　「＃７１１９」（毎日 24 時間受付）
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62）2111 【材料】４人分
・豚ロース薄切り肉　200㌘　・ゴーヤ　2/3 本（150㌘）　
・長ねぎ　1/2 本 (50㌘ )　・コーン　40㌘
・A｛・酢　大さじ 1　・中華スープの素　小さじ 1　
・砂糖　大さじ 1 と小さじ 1　・しょう油　小さじ 2｝
・サラダ油　小さじ 2
 

【作り方】
①ゴーヤは縦半分に切り、種とワタを取って薄切りにし、長
　ねぎは斜め薄切りにする。
②サラダ油を熱したフライパンで食べやすい大きさに切った
　豚肉を炒め、色が変わったら①、コーン、A を加えてさら
　に炒める。
③火が通ったら器に盛って出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 171㌔㌍、塩分 0.8㌘

豚肉のゴーヤ炒め
（メタボ予防メニュー）

■一口メモ■
　豚肉は、疲労回復に役立つビタミン B1 を多く含みます。夏バテ予防には効果的ですが、肉類の 1 日の目
安量は約 50㌘です。肉類の中でも特に脂肪の多いバラ肉は食べる量に注意が必要です。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 314

佐藤　海
う み

迦
か

さん

「あひるを　
つくったよ！」

新聞紙や色紙をちぎって並べ
ていったら、あひるができま
した。画用紙には模様がない
ので、小さい紙や大きい紙、
新聞紙で模様を付けました。

佐藤　永
え

梛
な

さん

みんなの美術館
８月は緑小学校のお友達の作品です

「たまごがわれて
よるが生まれたよ」

満月と星の下でみんながお月
見をして、記念撮影をしてい
る様子を描きました。カラフ
ルな卵から夜空が出てきてい
る様子が上手に描けました。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ジチタイワークスのホームページをご覧
ください。

ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。

緑小学校　１年

緑小学校　２年


